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Chapter 1.


章 1. 
祖父のAKIHIROがカーサhヴェルディアナに転勤。


 


 


 


夏も9月で終わりに近づき、自給自足していない人々のため の施設「カーサ・ヴェルデリオ」の宿泊客である祖父の明 宏さんは、身体的・精神的状態の改善を考慮して、老人ホ ームに移ろうとしていました。自給自足の人向け。こうし て、娘のアンジェラさんは、カーサ・ヴェルデリオの所長 であるベアトリスさんに、父親が転院の決断を伝えた。こ れは、父親が介護者の援助を拒否し、医師としての数多く の職業上の取り組みにより、個人的に父親に従うことがで きなかったからでもある。そこで彼は、居住都市であるフ ィレンツェ近郊のこの種の施設をいくつか訪問し、自給自 足の人々のための老人ホームを探し始めました。訪問した 施設の中で、彼はカーサ ヴェルディアナで日に日に切迫し ていた問題の解決策を見つけました。 、その構造物への訪 問を繰り返した結果、彼女はそれが可能な解決策の中で最 良のものであると確信しました。 


それはフィレンツェを見下ろす丘の上にあり、建物の裏 手には大きな庭園があり、室内バスルームを含む寝室が 1 つだけある、すぐに無料の場所が 1 つありました。 老人ホームの管理は有名な修道女会に委託されており、参考 文献も優れていました。


広い内部スペース、ダイニング ルーム、最新世代の 50 インチ テレビを備えた日中のリビング ルームがあり、 とりわけ国内およびヨーロッパの主要なマリア聖域と直 接接続することができました。 


そして内部には礼拝堂があり、日曜日には近くの教区から司 祭がミサを捧げるためにやって来ました。キッチンは修道女 たち自身によって管理されており、そのため質が高く、医療 管理はダンテ医師とベアトリスの二人の家庭医、上司のシス ター・ルシアと看護師のシスター・エリサに委託され、後者 は24時間体制が保証された建物内に住んでいた。介護日は 2 名で、外部の OSS 資格を持つ女性オペレーターが全室と共 用エリアの清掃と消毒を行いました。  


高齢者の宿泊客は最大30名で、歩行車を使ってでも自給自 足する必要があった。 2 人のかかりつけ医はカーサ ヴェ ルディアナの宿泊者全員を担当し、週に 1 回、午前中に診 察と処方箋の受付を行っていました。カーサ ベルディアナ には宿泊客の身体活動用にエアロバイクやトレッドミルも あり、修道女はさらに毎日 1 階の会議室でグループ体操を 行っていました。部屋はすべて 1 階にあり、快適で大きな エレベーターで行くことができ、おばあちゃんたちの病院 の救急サービス用の担架を収容できました。おばあちゃん と言ったのは、周りに男性が5人しかいなかったからです。 この情報、参考文献、組織、支援に基づいて、 


アンジェラさんは父親のアキヒロさんに相談し、アキヒロ さんはカーサ・ヴェルディアナに移住して住むことを説得 した。月額料金は決して安くはありませんが、高くもな く、誰もが手が届く範囲ではありませんでしたが、持続可 能でした。料金には、衣類の洗濯と液体ハンドソープの供 給、毎週必須のシャワー用の泡立てボトル、歯磨き粉、う がい薬、歯ブラシ、ヘアシャンプーを含むすべてのサービ スが含まれています。カーサ・ヴェルディアナでは月に一 度、ゲスト全員のニーズに合わせて美容師とペディキュア


を来てもらいましたが、当然少額の料金がかかります。そ れで、2年前の日曜日の朝、アンジェラはカーサ・ヴェルデ リオに行きました。 そこでオペレーターが祖父のアキヒロ が荷物をまとめるのを手伝い、他のオペレーター全員とデ ィレクターに別れを告げ、スーツケースを車に置き、アン ジェラは父親を車に乗せました。彼女の隣の席に座り、カ ーサ・ヴェルディアナに向かうために出発した。金曜日に はすでに父親との素晴らしい結果に対してヴェルデリオ医 師に感謝と挨拶をし、下した決定を伝える機会があったの である。


約1時間後、彼らはカーサ・ヴェルディアナに到着し、上司 兼監督のシスター・ルチアに温かく人間味豊かに歓迎され たため、祖父はすぐに安心して彼女に多大な信頼を置い た。彼らは一緒に庭を見下ろす部屋に上がりました。そこ にはシングルベッド、ベッドサイドテーブル、ランプ、ド レッサー、ワードローブがあり、ドレッサーの前には美し い肘掛け椅子があり、そこにはリモコン付きの最新世代の テレビがありました。 。バスルームは部屋の中にあり、座 ったままでもできる格納式シート付きのシャワーと、2つの サポートがあり、1つはハンドルで、もう1つは直線状で長 さ1メートルでした。トイレには、特別な流量調整ジェット を備えた延長水栓が近くにあったため、局部を洗うことも できました。シスター・ルシアによれば、カーサ・ヴェル ディアナの高齢者にとって、バスルームの安全性は基本的 なポイントであり、安全を感じられない人には当然、シャ ワーを浴びる間はオペレーターが介助してくれるという。 顔用のタオルは 3 日ごとに、シャワー用のタオルは使用後 毎回交換し、ベッドシーツと枕カバーは 2 週間ごとに交換 しました。これらすべての説明と、安全対策と毎日の清掃 と消毒の規則を踏まえ、アンジェラはハグとキスをした 後、シスター・ルシア、他の修道女、運営者の手に父のア キヒロを託してカーサ・ヴェルディアナに残した。しか し、最初にオペレーターがすべての衣類、スーツ、ジャケ ット、セーター、シャツ、その他の衣類をワードローブ、 ドレッサー、ベッドサイドの引き出しに整理しました。そ のため、祖父の明弘はカーサ・ヴェルディアナに1年半以上 住んで、時刻表、リズム、そして無名で有名な画家から寄 贈された絵画が壁に飾られた長い廊下のある建物の生活に 慣れました。 1階の会議室で組体操をしたり、オリーブの 木や緑の芝生と花々が生い茂る花壇での散歩などに積極的 に参加し、さらにドン・フィリッポが祝う日曜ミサに参加 するなど霊性を深めていった祖父の昭弘だったが、彼は仏 教を信仰しているので説教を聞くことと、上司であるシス ター・ルシアがキリスト教徒、仏教徒、ヒンズー教、福音 派、イスラム教の祖母たちと一緒に主催する毎週の懺悔の 祈りに耳を傾けるだけでした。彼は、料理人のシスター・ ベネデッタが作った特製料理、彼女のデザート、そしてモ カコーヒーメーカーで淹れた美味しいコーヒーを心ゆくま で満喫しました。しかし、他の病気に加えて、春から夏に かけて苦しみ始めた強い花粉アレルギーの問題により、ベ アトリスの医学的アドバイスにより、彼は毎日目の前にあ るカーサ・ヴェルディアナを離れることを余儀なくされ た。彼がいつも愛していたフィレンツェの街は、アンナと いうフィレンツェ人と結婚した後、そこで生涯を過ごしま した。実際、母親の死後、娘のアンジェラさんは父親のア キヒロさんを、フィレンツェ県の丘にある自給自足してい ない人々のための老人ホーム、カーサ・ヴェルデリオに移 送しなければならなかった。アキヒロさんはそこに約１年


間滞在し、回復した。心身ともに良好な状態。その後、彼 の娘は彼を、フィレンツェとその周辺を見下ろすフィレン ツェの丘の上にある自給自足の人々のための老人ホームで あるカーサ・ヴェルディアナに移し、彼女はそこで1年半以 上ゲストとして過ごした。その後 カーサ・ヴェルディアナ


の医師のアドバイスにより八月ベアトリス、 彼の重度の花 粉アレルギーを引き起こし、2か月前にまた彼を引っ越しさ


せなければならなかった'カーサ・アズにてurraは、常に自 給自足の被験者のための建造物で、マリーナ・ディ・ピサ の海に位置し、


幸いなことに、空気中に花粉がなくなったため、彼の重度


のアレルギーは消えました。 私は知っていました アキヒロ祖父は、彼が到着したばかりの非自給自足の人々の


ための施設であるカーサ・ヴェルデリオで、私はカーサ・ア


ッズーラに移動するために施設を出ようとしていた。 その後、祖父の昭博さんから電話があり、海上の新しい建 造物での様子を確認するために電話があり、私の話に感謝 してくれました。 そして娘のアンジェラは、父のアドバイスに従い、父親を


海沿いに移す必要があると考えた。 博士鉱石ベアトリスさ んはカーサ・アズーラの館長であるシスター・ペンサに連


絡し、父親のための場所を確保してもらい、施設を訪問す る日程を設定するよう依頼した。それで 訪問の肯定的な結 果の後、 立地、提供されるサービス、ゲストの生活の質か ら、父親のアキヒロにとってカーサ・アズーラは健康上の 問題を解決するために住む場所であると確信するようにな りました。


彼はそのことについて父親に話しましたが、カーサ・ヴェ ルディアナを離れたくなかったのです。なぜなら、他のお ばあちゃんたちとも友達になったからです。その環境で暮 らすのが好きで、大好きなフィレンツェの街を見ることが でき、そのおかげで頻繁に出かけることができたからで す。孫娘のオーロラと娘のアンジェラ自身も訪問します。 彼の娘は、転勤の理由は健康上の理由だけであることを忍


耐強く思い出させてくれました。のd八月ベアトリスさん


は、春から夏にかけて深刻なアレルギーの問題を抱えてい ることに気づき、海沿いの老人ホームに移るようアドバイ スした。ここで彼は薬を使わずに健康上の問題を解決する ことができました。 残念なことに、それは彼に二次的な衰 弱効果をもたらしました。さらに、アンジェラは2週間ごと にマリーナ・ディ・ピサの彼を訪ねると約束した。という のも、フィレンツェから車でわずか60分しかかからなかっ たからだ。


熱大丈夫と娘の意見を共有し、約２か月前、カーサ・ヴェ ルディアナの館長であるシスター・ルシアに連絡し、部屋 をキャンセルした後、アキヒロさんは娘のアンジェラを連


れてカーサ・アズーラに到着した。Cそれで私たちは1年半 以上ぶりに再会し、彼の話がきっかけでこの本を書くこと ができました。


非自給自足の人々のための質の高い建物であるカーサ・ヴ ェルデリオについてはほとんど言及しませんが、フィレン ツェ近郊にある自給自足の人々のための質の高い建物であ り、祖父の昭宏を1年以上ゲストとして迎えたカーサ・ヴェ


ルディアナについてのみ話します。 1年半。 今のところ、明弘祖父のカーサ・ヴェルディアナでの経 験についてのみ書く機会は、彼が引っ越したという事実 によって与えられました。○ 最近、カーサ・アッズーラ


に約2か月滞在しましたが、彼はカーサ・ヴェルディアナ での滞在について私に話す時間しかありませんでした が、その後、カーサ・ヴェルデリオでの非自給自足の人 間としての経験についても話すと約束してくれまし


た。 、彼は約1年間ゲストとして参加しており、それに ついては次の本で説明されます。 アキヒロおじいちゃんは確かに私に同情と友情を抱い ており、カーサ・ヴェルデリオでのより困難な時期と カーサ・ヴェルディアナでのより平穏な時期を含めた 自分の人生について語ってくれました。 私がカーサ・ヴェルディアナのような自給自足の人々のた めの施設にいるイギリス人の祖父についての本を書こうと 思ったのは、教育的、社会的、証言的な理由もあり、祖父 や祖母も受け入れているイタリアの老人ホームの現実を今 日の社会に知ってもらうことを目的としていました。外国 出身だが、人生の特別で困難な時期にイタリアでの生活に 慣れている。




 


Chapter 2.


章 2. 
カ⑲サhヴェルディアナの構造。


 


 


 


カーサ ヴェルディアナはフィレンツェの丘の上に位置し、 フィレンツェとその向こうの素晴らしい景色を楽しみまし た。構造についてはすでに少し説明しましたが、この章で すべての側面を完成させます。 7 の形をしており、2 つの フロアにまたがっており、1 階と 1 階を結ぶ 2 つのエレ ベーターがあり、そのうちの 1 つはすべてのゲストと緊急 サービス用に大型で、もう 1 つは修道女と修道女が使用す る小型のサービスです。 1 階には通りへの明るい入り口が あり、障壁を打ち破る適切な車線があり、歩行車や緊急担 架の出入りも可能です。大きなエントランスホールがあ り、その両側には全長45メートルの中央廊下があり、それ が2階にも続いています。廊下を見渡すと、面接室、管理 室、医務室、そして 10 個のテーブルに分かれて 30 人を 収容できる大きな食堂があります。設備の整ったキッチ ン、調理中に動作する排煙装置、パントリールーム、冷蔵 室があります。倉庫、着付けオペレーター用の独立したエ リアを備えたサービスバスルーム、部屋と共用エリアの清 掃と消毒に使用される収納用トロリーもあります。ゲスト がアクセスできる部分は、3台の大型洗濯機を備えたランド リールーム、2つのスチームアイロンを備えた2つのアイロ ン台を備えたアイロンコーナーを備えたワードローブルー ム、2列に分かれたパッド入りの肘掛け椅子を収容できる広


い会議室などで完成します。ゲストは 30 人以上で、最新 世代の 50 インチ スマート テレビを設置できるテレビ ス タンド、インターネット接続、毎日のカード ゲーム用のテ ーブル 2 つが備え付けられています。廊下にはパッド入り の椅子が設置されており、面会時間中、面接室が混雑して いる場合には、ゲストが立ち止まって親族と話すこともあ ります。宗教行事のための大きな礼拝堂がゲスト専用の部 分を完成させます。廊下全体の壁には、無名、有名、さま ざまな芸術家によってカーサ ヴェルディアナに寄贈された 絵画が飾られており、正直言って、そこを歩くたびに美術 館にいるような気分になります。最後に、運動したい人や 運動できる人のために、エアロバイク 2 台とトレッドミル 2 台があります。 1階の残りの部分は修道女たちの部屋、 寝室、食堂、居間として確保されています。 


エレベーターで 1 階に上がると、中央の廊下が 2 つの部 分に分かれていて、その両側にゲスト専用の 30 室のシン グル ルームと 2 つのサービス バスルーム、ワードローブ のある部屋が見渡せます。ベッド用の予備のリネン、バス ルーム、フェイス、ビデ用のタオル。廊下に沿った両側に は、パッド入りの椅子が 3 脚ずつ 4 つのグループに分か れており、宿泊客が立ち止まって会話をすることもありま す。廊下の壁にはカーサ ヴェルディアナに贈られた他の壁 掛け絵画もありますが、有名な芸術家によるものはありま せん。エクササイズ用のエアロバイクが2台あります。部屋 はそれほど広くはありませんが、高齢者が移動するのに十 分で安全なスペースを提供します。また、全客室には火災 煙探知機、通りや庭園を見下ろす大きな窓、通り、歴史的 建造物、彫像、広場、教会、アルノ川などのフィレンツェ の版画が備えられており、全室に室内バスルームが備わっ ています。換気扇付き。家具はどの部屋も似ていますが、 家具にはいくつかの小さな違いがあり、ゲストのリクエス トに応じて肘掛け椅子とテレビのタイプのパッド入りの椅 子と書き物用の机が置かれることもあります。廊下の両側 の端には、テーブル、椅子、肘掛け椅子、テレビキャビネ ットを備えた 2 つのオープンルームがあり、ゲスト間の共 存、交流、社交を促進することができ、カード ゲームや詳 細の共有視聴も可能です。 1階には非常口があり、1階へ続 く外階段にアクセスできます。独特の特徴は、1 階と 2 階 の廊下の両方にスピーカーが設置されていることです。低 音の音量で終日交響楽を放送し、ゲストに静けさを与え、 上司に感謝し、感謝するのに役立ちます。シスター・ルシ ア


という考えがありました。カーサ ヴェルディアナの庭園 は、緑の芝生、花、緑の植物、オリーブの木、そして各花 壇を囲む生垣でいっぱいの 7 つの花壇で構成されており、 一年中ゲストが頻繁に訪れ、緑すべての景色を楽しむこと ができます。そして花。夏には、午前中と午後遅くに、単 独のゲストだけでなく、親戚や友人を訪問するゲストの両 方が目的地となる 2 つのガゼボも設置されます。金魚と、 2 匹のかわいい緑色のオウムが入ったケージは、水槽より も多くの観客を魅了します。




 


Chapter 3.


章 3. 
カ⑲サhヴェルディアナの修道女たち。


 


 


 


カーサ ベルディアナの修道女たちは老人ホームの組織の 要であり、あらゆることを担っており、部屋と共用エリア の清掃、消毒、そして必要なゲストのサポートに手を貸す のは 2 人の外部運営者だけです。朝服を着て、夜に就寝 し、毎週義務付けられているシャワーを浴びます。 


修道女たちが幸運なのは、カーサ ヴェルディアナの外部 運営者であるサンドラとジュリアの 2 人が、一日も仕事 を休むことがなく、独身であるため、他人への奉仕とし てその職業を生きているからです。 


しかし、修道女たちは他の修道女たちと同じように女性で あり、その性格の違いから活発な議論が交わされることも ありますが、礼拝堂で主の前に立つとすぐに戻ってきて、 しばらく礼拝や祈りを捧げますが、次の誓いは立てませ ん。従順は残された問題を決定的に解決し、カーサ・ヴェ ルディアナの組織は機能します。


 


-シスター・ルシア。 


 


上司/監督のシスター・ルシアは、人間的、社会的、組織 的、そして精神的な経験が豊富な修道女です。彼女は自分 自身を背の高い女性、普通の体格、青い目、わずかに細長 い顔、薄い唇、手入れの行き届いた手、そして常に口元に 微笑みを浮かべている女性として表しています。彼女はア フリカで 10 年間宣教に従事し、5 年前にイタリアに戻り ました。とりわけ、彼女は心理学の学位を取得しています が、卒業後すぐに主が彼女に呼びかけられ、それに応じた ため、心理学の学位を取得したことはありませんでした。 はい、人間的にも精神的にも大きな影響を及ぼします。


「カーサ・ヴェルディアナの修道女やおばあちゃんたち全 員。彼は決して声を荒げず、時には目だけで話すのに十分 です。彼は修道女やおばあちゃんたちを自分の娘であるか のように気にかけています。心と心の優しさは、どの人に も見られます」娘たち、祖母たちに対して愛情、慰め、奉 仕の気持ちを表し、それぞれが好きな名前で呼んでいる彼 は、カーサ・ヴェルディアナに入ってくる、あるいはすで にそこに住んでいる祖母たちを、家にいるよりも気分が良 くなる愛と愛情。これは、祖父のアキヒロだけでなく、他 のすべての祖母、そして何人かの「珍しい」祖父にも起こ りました。 


実際、彼らは皆穏やかな顔をしており、シスター・ルシア を見るといつも微笑み、視覚的に喜びを示します。他の宗 教を信仰するゲストも尊重しており、カーサ ヴェルディア ナには何人かがいます。実際、中国人の仏教徒の祖母、イ ンド人のヒンズー教の祖母、エジプト人のイスラム教の祖 母、日本の仏教徒の祖母、ドイツ人のプロテスタントの祖 母、福音主義のアメリカ人の祖母、英国国教会のイギリス 人の祖母、トルコ人のイスラム教の祖母がいます。シスタ ー・ルシアは毎月一度、カーサ・ヴェルディアナにいるキ リスト教徒のおばあちゃんたちと他のすべての宗教のおば あちゃんたちとの相互告白の祈りを企画しています。祈り は2時間続き、福音書の一節が朗読されることに加えて、他 の宗教に関連した一節が朗読され、参加しているおばあち ゃんたちも自発的に祈りを捧げます。おばあちゃんたちと 修道女の間での敬意。上司は食事中に給仕することはあり ませんが、常に食事の始まりに、時には「聖母万歳」、時 には「聖母万歳」や「栄光あれ」の祈りが捧げられます。 その代わり、彼女は朝の朝食をすべて管理し、冬の日曜日 と祝日にはすべてのおばあちゃんにミルク、コーヒー、ビ スケット、紅茶、チョコレートを出し、すぐに修道女を派 遣して朝食に来ないおばあちゃんがいないか確認させま す。彼女は、おやつの後に行われる午後のロザリオを先導 し、喜んで立ち止まって誰にでも話しかけますが、特に愛 情を最も必要としている人や、何らかの問題で慰めを必要 としている人に話します。彼女はまた、他の修道女たちの 霊的生活の世話も行っており、午後3時間の黙想会を企画 し、福音の知識と深い霊性を備えた司祭を招待していま す。礼拝堂での短い霊的静養が終わると、修道女たちはよ り明るく穏やかな顔をしています。最後に、2 か月に 1 回、ゲストの親族との会合を開催し、カーサ ヴェルディア ナのすべてのゲストの人間的、健康、精神的な状況を報告 し、場合によっては親族からの提案や考慮事項に耳を傾け ます。


 


-ベネデッタ姉妹。 


 


彼女はヴェルディアナ家の料理人という仕事をしていて、 料理もデザートもとても上手で、背は高くなく、黒い目、 がっしりした体格、ふっくらとした唇、楕円形の顔、自然 な笑顔、手入れの行き届いた手、キッチンではいつも手袋 を使っているからです。シスター・ルシアは彼女に料理人 のための専門コースを受講させ、特にデザートの準備でそ の恩恵を受けました。また、食事の終わりには、おばあち ゃんたちが最初の料理を評価したかどうかを聞くためにテ ーブルの間を移動するので、彼女は非常に感受性が豊かで す。 2番目のコースも用意されており、1週間を通してどの 料理が好みかを尋ねられます。当然のことながら、シスタ ー・ベネデッタはコミュニティのすべての祈りとシスタ ー・ルシアが主催するミニ霊的静養会に参加し、礼拝と個 人的な祈りの瞬間のためにできるだけ早くカーサ・ヴェル ディアナの内部礼拝堂を頻繁に訪れます。また、私は、3 つの最初と 2 番目のコース、おかず、デザートの定性的な リストを報告します。


ベネデッタ姉。


 


1- フレッシュトマトのスパゲッティ。


 


トマトを洗って細かく切り、フライパンにトスカーナ産エキ ストラバージンオリーブオイルにニンニクを入れ、トマトと バジルを加えます。 5号のスパゲッティを別に茹でて、トマ トと一緒に鍋に入れて1分間かき混ぜます。


 


2- パンのスープ。


 


玉ねぎ、セロリ、にんじんを鍋に入れ、皮をむいたトマトと 塩を加えます。沸騰し始めたらすぐに、乾燥したトスカーナ パンと水を加えます。 5分経ったら火を止め、最後にバジ ル、トスカーナ産エキストラバージンオリーブオイルを加え て混ぜます。


 


 


3- タリアテッレのソース添え。


 


鍋に牛豚ひき肉のソースを作り、玉ねぎ、セロリ、人参、 塩、イタリア産白ワインを加えます。ワインを蒸発させ、 皮をむいたトマト、チューブトマト、砂糖、熱湯を加えて 煮ます。タリアテッレを別に調理します。次に、タリアテ ッレの上にソースを注ぎ、混ぜます。


 


 


4- ホロホロ鳥とトスカーナ産オリーブ添え。 


細かく切ったホロホロ鳥の肉を玉ねぎ、セージ、塩、コショ ウ、イタリアの白ワインと一緒に鍋に入れます。ワインを蒸 発させ、皮をむいたトマトと熱湯を加えます。料理する。 10分前


火を止め、トスカーナ産オリーブを加えます。


 


5- 鶏胸肉のワイン漬け。


 


鶏胸肉に小麦粉をまぶし、バター、トスカーナ州のエキスト ラバージンオリーブオイル、セージ、塩、イタリアの白ワイ ンと一緒に鍋に入れて調理します。


 


 


6- 猪肉とトスカーナ産オリーブ添え。


 


 


夕方、細かく切ったイノシシの肉をイタリア産赤ワイン、 玉ねぎ、ニンニク、セロリ、ニンジン、ローリエ、ローズ マリー、セージ、ジュニパーベリー、コショウの実と一緒 に鍋に入れます。翌日、イノシシの肉を濾し、玉ねぎ、ニ ンニク、塩、セージ、イタリアの赤ワインと一緒に鍋に入 れます。ワインを飛ばし、チューブトマトと熱湯を加えて 煮ます。


 


7- ピーマンの煮込み。


 


 


玉ねぎをみじん切りにし、トスカーナ州のエクストラバー ジンオリーブオイルを入れた鍋に入れます。みじん切りに した黄色ピーマンと赤ピーマンを加え、5分間火にかけま す。トマトピューレと塩を加えて煮ます。フレッシュバジ ルを加えます。


 


 


8- 焼いたフェンネル。


 


 


細かく切ったフェンネルを調理します。水気を切って冷まし ます。天板にバターを塗り、フェンネルに小麦粉をまぶして トレイに置きます。フェンネルの上にベシャメルソースを注 ぎ、すりおろしたパルメザンチーズと刻んだバターを加えま す。 180度のオーブンに10分間入れます。


 


9- ズッキーニ側。


 


 


ズッキーニの部分を鍋に置きます。トスカーナ産 エクストラバージンオリーブオイル、塩、コショ ウ、熱湯を加えた玉ねぎを加え、蓋をします。 10分間調理します。蓋を持ち上げて混ぜ、さらに10分間調理します。卵とすりおろしたパルメザン チーズを混ぜ、ズッキーニの上に注ぎ、5分後に 完成です。


 


 


10- トスカーナ産チェリージャムのタルト。


 


 


ガラス容器に小麦粉、イースト、砂糖、塩を入れて混ぜ、 バター、卵を加えてこね、30分休ませます。生地の2/3を24 cmの丸型天板に広げます。 直径センチメートルベーキング ペーパーを敷き、トスカーナチェリーのジャムを塗りま す。残った生地を丸めて2cm幅に切るセンチメートルワイ ド、コート。 180度のオーブンで30分焼きます。


2時間冷やします。


 


11- ティラミス'。


 


モカコーヒーメーカーでコーヒーを作り、砂糖を加えて 冷まします。卵黄を白身から分け、2つの異なるガラス容 器に入れます。卵黄に砂糖を加えて混ぜ、トスカーナ産 マスカルポーネを加えてクリーム状になるまで混ぜる。 卵白に砂糖を加えて混ぜます。次に、卵黄クリームとト スカーナ産マスカルポーネを加え、出来上がったクリー ムを休ませて冷まします。トスカーナのレディフィンガ ーをコーヒーで濡らします。 30度のグラタン皿を用意し ますセンチメートル20センチほど伸ばしてクリームを塗 り、レディフィンガーで覆います。さらにコールドクリ ームの層とレディフィンガーの層、最後にコールドクリ ームの3層目を重ねて冷蔵庫に2時間置きます。ケーキに ココアパウダーを振りかけます。


 


12- ヌテラタルト。


 


小麦粉、イースト、砂糖、塩をガラス容器に入れて混ぜま す。次にバターを細かく加えます。卵を加えて混ぜます。 出来上がったペーストを30分間放置します。生地の2/3を24 cmの丸型天板に広げます。センチメートル直径で、ベーキ ングペーパーで覆い、ヌテラで覆います。残った生地を丸 めて2cm幅に切るセンチメートルワイド、コート。 180度で 30分焼きます。 2時間冷ましておきます。 -スージー姉妹。


 


 


カーサ ヴェルディアナの三番目の修道女であるシスター スージーは、朝、おはようのベルを鳴らしてゲストを起こ し、おばあちゃんたちに元気を与える役割を担っていま す。その後、彼は部屋のすべてのベッドメイキングを行 い、シーツと枕カバーを 2 週間ごとに交換します。シスタ ー・スージーは背が高く、がっしりとした体格、緑色の 目、豊かな唇、元気いっぱいの笑顔、そして手入れの行き 届いた手で、さらに非常にダイナミックで、日曜日の11時 のミサでドン・フランコと協力して典礼歌の礼拝を行って います。彼女の教区で。実際、カーサ ヴェルディアナの内 部礼拝堂での 10 時のミサの歌によるアニメーションの 後、シスター スージーはドン フランコのもとに行き、サ ンタ マリア アスンタ教区での 11 時のミサをアニメーシ ョン化します。 シスター・スージーは、ランチとディナーでゲストにもサ ービスを提供するため、本当に自然の力を持っています が、彼女は他の人に奉仕する傾向があり、愛、優しさ、情 熱、そしてプロフェッショナリズムを持って奉仕するた め、身体だけでなく心も優れています。シスター・ルシア は彼女にコミュニティのアニメーター向けの特別コースを 受講させました。また、スージー姉妹は、おばあちゃんた ちを、脳を刺激して活発に保つ特別なゲームに参加させる ことで、脳のレベルでも活発に保ちます。数分の自由時間 ができたらすぐに、カーサ ヴェルディアナの内部礼拝堂で 礼拝と個人的な祈りを捧げます。彼は、上級シスター・ル


シアが主催するミニ霊性修行を欠かしません。


 


 


-シスター・テレサ。


 


 


カーサ ベルディアナの 4 人目の修道女シスター テレサ は、クローク サービスを管理する任務を負っており、茶色 の目、薄い唇、優しい笑顔、手入れの行き届いた手をした 背の高い修道女として現れています。彼の知的な眼鏡の奥 には、精神的で人間的な価値観に満ちた人物が隠れていま す。彼は、注意力、技術、プロフェッショナリズム、愛 情、笑顔を持って仕事を遂行し、一日中カーサ ヴェルディ アナで出会うすべての人々、特におばあちゃんたちを良い 気分にさせます。抗真菌剤と抗菌剤を含む洗剤は、高齢者 のコミュニティで安全と衛生を保証します。それからもち ろん、彼は、おばあちゃんの自発的な助けを借りて、洗濯 したり折りたたんだりしたすべての服、セーター、シャ ツ、ズボン、下着にアイロンをかけます。最後に、彼は洗 濯した服、タオル、シーツ、毛布のいくつかの穴を補修し ます。彼女はまた、タオルがあまりにも傷んでいる場合 は、カットして小さなビデサイズを入手することで回復し ます. 彼女はとても上手なので、時には仲間の修道女のた めに新しい服を縫うこともあります. 当然のことながら、 彼女は自分の霊性を無視することはなく、すべての祈りに 参加しています彼女のコミュニティとすべてのスピリチュ アルな隠れ家へ。彼女はできる限り早く、カーサ ヴェルデ ィアナの内部礼拝堂を頻繁に訪れ、礼拝や個人的な祈りを 捧げます。
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